
マツダオートザム呉東

年度 環境経営レポート
（対象期間： 年9月1日～ 年8月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2022

株式会社ピットイン鯉城商事

2021

作成日： 2022年11月5日
更新日： #############

2021



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．省エネ活動を通じて、二酸化炭素排出量を削減します。

３ ．分別を徹底し、廃棄物の削減を推進します。

４ ．節水に努めます。

５ ．グリーン購入に努めます。

６ ．リビルト製品の顧客への推薦に心がけています。

株式会社ピットイン鯉城商事マツダオートザム呉東は、地球環境保全が人類共通の最重要
課題であることを認識し、自動車販売、自動車整備及び関連する事業活動の継続的改善を
はかり、当社の事業活動のあらゆる分野で環境に配慮し、地域社会との調和を図り、地球
環境保全活動に取り組みます。

制定日： 2020年9月1日

代表取締役社長

環境方針

安部　英雄



□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社ピットイン鯉城商事
代表取締役社長　安部　英雄

（２） 所在地
本　　　社 広島県広島市佐伯区石内南1丁目4-1
カージャンボ五日市 広島県広島市佐伯区石内南1丁目4-1
マツダオートザム呉東 広島県呉市広白石2丁目13-5
Kダッシュ 広島県広島市西区草津南3丁目7-15
カーライズ４ 広島県広島市西区田方1520-5
ピットイン鯉城　矢野店 広島県広島市安芸区矢野東1丁目2-9

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 営業部長　 藤田　隆行　　 TEL：0823-72-2288
担当者 工場長 浜中　憲司　 TEL：0823-72-2288

（４） 事業内容
新車販売・中古車販売、車の車検整備・一般整備、任意保険の販売

（５） 事業の規模
会社の売上　（年間）　　　　　21億円

従業員　　　　　 名
延べ床面積　　　 ㎡

（６） 事業年度 9 月 1 日 ～ 8 月

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社ピットイン鯉城商事
対象事業所： マツダオートザム呉東
対象外： 本社（2022年度拡大予定）

カージャンボ五日市（2022年度拡大予定）
Kダッシュ
カーライズ４
ピットイン鯉城　矢野店

活動： 新車販売・中古車販売、車の車検整備・一般整備、任意保険の販売

□事業や製品（商品）の紹介

カーライズ4
7名

600㎡

合計
37名

6160㎡

本　　　社 五日市
9名

3030㎡

商工
5名
400㎡

呉
8名

900㎡

矢野
3名

420㎡
5名

2022年12月20日

810㎡

31日



更新日：

代表者

環境管理
責任者

環境事務局

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境管理責任者の補佐、EA21の事務局

・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

株式会社ピットイン鯉城商事：環境経営組織図及び役割・責任・権限表　　　　　　

安部　社長

2022年12月20日

環境事務局

・環境活動の実績集計

・環境に関する内部監査の計画

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

全従業員

EA21

内部監査チーム

部門長

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
・試行・訓練を実施、記録の作成

・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

藤田　部長

浜中　工場長

EA21

・環境に関する内部監査の実施・報告
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

推進委員会

代表者（社長）

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

環境管理責任者

役割・責任・権限

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境経営に関する統括責任

事務部門 新車 中古車 整備部門



□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

ｋｇ
ｋｇ
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 中国電力の調整後の係数　（２０１６年実績）

□環境経営目標及びその実績

〇

〇

〇
〇
✕

✕
✕

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

51,713 37,070
項　目 2019年 2020年 2021年

総排水量

二酸化炭素総排出量

720 592

49,939

17,715 17,290　産業廃棄物排出量 31,200

560

基準年度比

644
0.694

2017年 89%

廃棄物排出量
　一般廃棄物排出量 1,680 1,520 1,345

基準値 2021年 2022年

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 40,641 38,202 30,294 37,796
（基準年) （目標） （実績） （目標）

評
価

37,389

基準年度比 2017年 94% 75% 93% 92%

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 9,298 8,833 6,777 8,740

水道水の削減 ㎥ 644 573 592

92%
グリーン購入の推進
(オフィス用品G購入率）

上記二酸化炭素排出量合計kg-CO2 49,939 47,035 37,070 46,536

一般廃棄物の削減
kg 1,600 1,408 1,345 1,408

基準年度比 2017年 88% 84%

リビルト部品の顧客への推薦

環境配慮事務用品の購入に努める

2023年
（目標）

567

88%

基準年度比 2017年 95% 73% 94% 93%
46,037

8,647

1,392

88% 87%

87%

製品・サービスへの環
境配慮



□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2017年

2021年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2017年

2021年

取組紹介欄

2017年

2021年

○
・ノー残業デーの実施 △

3,273

○・コンプレッサーの水抜き

数値目標 〇
・アイドリングストップ

4,474 3,546

10月

9月 10月 11月 12月 1月

95 70 160 80 20
40 180 100 40 80

8月7月6月5月4月3月2月1月12月11月10月9月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

・不要照明の消灯

達成状況

エコカーが増えたことに加えて、コロナ禍で試乗件数が減少した
こともあって、燃料使用量は減少しました。エコドライブも定着して
います。次年度も引き続き取り組みます。

2,754 4,038 4,328
5,060 4,436 4,185 5,489 5,670 5,864

数値目標 〇 猛暑のため2階に空調機を追加しましたが、年間通して.かなり節
電となりました。残業も減少しています。コンプレッサーの水抜き
も週1回実施できています。次年度も引き続き取り組みます。

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○

2,767 2,071

5月

2月 3月 4月

210 230
130

4,015 5,270 4,7655,425 4,479 4,015
3,402

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

5月 7月 8月

3,954 4,545 4,499

○

3月 4月 6月 7月 8月

△

9月

・エリア別営業活動の見直し
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11月 12月 1月 2月
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2017年

2021年

水道水の削減

取組紹介欄

2017年

2021年

※産業廃棄物は入庫車の状況によるので削減数値目標は設定しない。
※グリーン購入およびリビルト部品の活用促進は、努力義務として鋭意推進している。

達成状況

9月 10月

○

達成状況

数値目標

11月

〇

・梱包材の再利用 ○

・分別の徹底 ○
・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ○
・帳票見直しによる印刷物の削減 ○

130 135 130 135 130
115 120 100 95 125

12月 1月

・節水弁取り付け ○
・自動水栓取り付け ○
・トイレに擬音装置取り付け ×

数値目標 ✕
・節水シールの貼り付けとポスター掲示

54

130 146 139 130

取り扱い台数が増え、洗車回数が増加傾向となっていて、目標未
達となりましたが、前年度よりは削減傾向となっています。節水活
動が定着しています。次年度も引き続き取り組みます。

2月 3月 4月 5月 8月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

5250 49 49

135 130
120 130 100 105

130

54
1月
5457 57 54

11月 7月
59 59

110

50 46 46 51 51

9月 10月

6月

12月

49 49 50
47 47

6月
51 51

取組結果とその評価、次年度の取組内容

110 115

2月 3月 7月

売上は増加傾向となっていますが、分別の徹底、再利用の徹底
ができ、廃棄物の削減につながりました。次年度も引き続き取り
組みます。
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

浄化槽

□外部からの環境上の苦情・要請等

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子
ショールームの西側の避難には段差注意、展示車両もあるので誘導等注意して実施しました。

業務用空調機、エアドライヤー、スポットクーラー

浄化槽法

通報時の対応・消火器の使い方・避難経路の確認

従業員8人

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

除害施設(油水分離槽)下水道法
消防法（危険物）
フロン排出抑制法

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

2021年度は、特に環境上の苦情・要請等はありませんでした。

２階消火器付近に物があり、消火器が取り出せなかった。消火器の付近には物を置かないように注意が必要です。

2022/9/10 マツダオートザム呉東

危険物の保管（指定数量の１/５以下で管理）

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
産業廃棄物（廃プラ、廃タイヤ、汚泥、金属くず等）廃棄物処理法

適用される法規制



□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし

実施体制 ☑ 変更なし

□これまでの環境活動の紹介

□編集後記
マツダは、スカイアクティブXというエンジンを開発しました。ディーゼルの低速の力強さと、ガソリンの高速域までの伸びと、
二つのエンジンの良いところをミックスさせたようなエンジンで環境にも優しい車になっています。

これからピットイン鯉城グループも環境に優しく世界初の素晴らしいエンジンの、乗った車を率先して販売していきます。

今後は、EV車、PHEV車の販売により、環境にやさしい車社会をつくっていきたいです。

○評価：2021年度は前年に比べてプラス需要で良い年でした。コロナ禍、忙しい状況ではあったものの、電力や自動車燃料
による二酸化炭素排出量は削減となっています。水使用量は目標は未達ではありましたが前年度よりは削減となっていま
す。社員一人一人が節電・節水を心がけたことが良い結果につながりました。また、2021年度は中古車の値段が高騰し、販
売に苦しみましたが、一台当たりのリサイクル部品の使用状況、利益率も良く、効率良く活動できたと思います。
○見直し：引き続きプラス需要を維持しながら活動を推進していきます。

代表取締役社長　　安部　英雄

2022年9月27日


